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攣
光
星
観
測
法

（
二
）

中
　
村

襯
測
上
注
意
す
べ
き
鮎

要

　
墾
光
星
の
光
度
の
出
來
・
る
だ
け
精
密
な
観
測
を
す
る
爲
に

は
吹
に
述
べ
る
が
如
き
注
意
は
是
非
必
要
で
あ
る
Q

一
、
雲
の
あ
る
夜
に
は
雲
の
種
類
に
も
よ
る
が
槻
測
に
差
支

　
え
無
し
と
見
た
時
の
外
槻
測
を
中
止
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
殊
に
明
る
い
肉
眼
的
の
も
の
で
星
よ
b
随
分
離
れ
た
所
に

　
あ
る
比
較
星
を
取
る
場
合
に
は
注
意
せ
ね
ば
な
ら
戯
。
雲

　
の
有
無
は
必
ず
槻
測
帳
に
記
入
す
る
。

二
、
月
夜
の
槻
測
は
行
っ
て
差
支
え
は
無
い
が
月
の
有
る
時

　
は
妙
の
符
號
で
槻
測
帳
に
記
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
の
。
薄

　
野
中
或
は
月
夜
に
は
極
く
少
し
で
は
あ
る
が
赤
星
は
大
き

　
ぐ
見
ね
る
か
ら
精
…
密
な
連
績
的
な
槻
測
は
月
の
有
る
夜
に

　
は
や
ら
な
い
が
安
全
で
あ
る
〇

三
、
観
測
前
に
古
い
観
測
帳
を
見
て
は
な
ら
ぬ
。
書
下
は
随

　
分
観
測
を
支
配
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
〇

四
、
以
下
は
望
遠
鏡
内
に
於
け
る
事
件
で
甚
だ
注
意
を
要
す

　
る
が
第
一
は
星
の
覗
野
に
於
け
る
位
置
で
あ
る
。
光
階
法

　
で
行
ふ
時
に
は
二
星
を
視
野
の
中
心
か
ら
等
距
離
に
置
か

　
ね
ば
な
ら
ぬ
。
實
際
覗
野
の
端
に
あ
る
星
は
中
心
の
も
の

　
よ
6
も
反
っ
て
大
き
一
見
ね
る
も
の
で
あ
る
。

五
、
目
の
位
借
で
あ
る
が
目
は
三
星
を
結
ぶ
直
線
が
正
し
く

　
目
の
左
右
に
有
る
様
に
し
な
U
れ
ば
な
ら
ぬ
〇
二
重
を
結

　
ぷ
直
線
が
垂
直
で
あ
っ
だ
場
合
に
は
随
分
苦
し
い
〇
二
重

　
が
垂
直
の
位
概
に
あ
る
時
に
は
必
ず
下
の
星
が
大
き
く
見

　
え
る
。
槻
隠
者
に
よ
っ
て
は
○
、
五
等
も
大
き
一
見
え
る

　
と
言
ふ
人
が
あ
る
。
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
事
で
あ
る

六
、
赤
い
星
と
装
い
星
と
を
比
較
す
る
の
は
少
し
困
難
で
あ

　
る
が
此
の
場
合
に
は
少
し
厳
器
を
は
す
す
ご
す
つ
と
観
測

　
は
樂
に
な
る
。

七
．
器
械
を
度
々
換
ね
る
「
な

　
此
の
注
意
は
特
に
赤
星
に
つ
い
て
必
要
費
あ
る
。
赤
星
ご

　
同
じ
光
度
の
星
を
一
吋
と
三
吋
と
で
光
度
を
比
較
す
る
ご

　
必
ず
三
吋
の
は
赤
い
星
が
大
き
く
見
わ
る
、
異
っ
た
．
器
械

　
で
赤
い
星
を
見
る
ε
必
ず
等
級
が
異
る
其
れ
が
決
し
て
小

さ
く
な
く
口
書
が
倍
に
な
れ
ば
○
。
三
等
位
は
あ
り

　
（
と
昔
巳
）
氏
は
次
の
直
な
結
果
を
瑳
表
し
て
居
る
。
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別
ρ
¢O
b
O
旗

ρ
《

ρ
。
。O
侭

m
耳
玉
O
鍬
つ

十
扉
十
犀
十
耳
川
駒
川
耳

　
即
ち
鯨
座
。
は
双
眼
鏡
で
は
三
吋
よ
う
牢
分
以
下
の
明
る

　
さ
し
か
無
い
事
が
分
か
b
、
器
械
を
別
に
し
て
親
測
す
る

　
と
李
行
な
光
度
曲
線
が
得
ら
れ
る
等
の
面
臼
い
結
果
が
得

　
ら
れ
る
。
観
測
を
や
る
場
合
に
は
必
寄
器
械
を
一
定
す
る

必
要
・
・
あ
る
。
よ
く
双
賑
鏡
で
や
っ
た
り
肉
眼
で
や
っ
た

　
も
す
る
観
測
者
が
み
る
が
此
れ
は
大
い
じ
注
意
し
な
け
れ

　
よ
な
ら
ぬ
。

入
　
露

　
望
遠
鏡
の
筒
先
に
は
口
穫
の
二
倍
以
土
の
長
さ
を
有
す
る

　
内
部
を
黒
く
塗
っ
た
露
量
り
が
必
要
で
あ
る
。
此
れ
は
露

　
除
げ
ε
同
時
に
外
部
か
ら
の
光
が
蔽
接
借
物
レ
ン
メ
に
當
四

　
る
の
を
避
け
　
得
る
。
露
が
風
物
レ
ン
ズ
に
つ
い
た
場
合
は

　
光
度
に
ど
う
作
用
す
る
か
は
知
ら
な
い
が
像
が
ぼ
け
て
親

　
測
が
困
難
に
な
る
の
は
民
謡
で
あ
る
。
冬
夜
に
望
遠
鏡
を

　
暖
か
い
部
屋
か
ら
類
い
管
外
に
貸
す
様
な
急
激
な
温
度
の

記
紀
を
與
へ
る
場
合
は
露
が
甚
だ
し
く
つ
く
か
ら
注
意
し

な
け
れ
ば
な
ら
謹
。
若
し
露
除
け
を
つ
け
る
の
を
忘
れ
て

　
露
の
つ
い
た
場
合
に
は
（
大
き
な
星
の
像
を
見
れ
ば
分
か

　
る
・
私
は
第
　
に
新
ら
し
い
た
お
る
か
ガ
ー
ゼ
で
輕
一
露

　
を
ふ
き
取
っ
て
直
ち
に
露
除
け
を
つ
け
る
様
に
し
て
居
る

　
が
、
こ
う
す
れ
ば
大
低
は
大
丈
夫
で
あ
る
。
此
の
様
な
場

合
に
は
い
く
ら
ふ
い
て
も
露
除
げ
が
無
け
れ
ば
露
6
3
つ
く

　
も
の
で
あ
る
。
ラ
ム
ス
デ
ン
式
の
接
眼
鏡
の
雨
レ
ン
ズ
に

　
芥
が
つ
い
だ
照
合
は
観
測
中
全
部
を
邪
魔
し
て
像
が
不
明

　
瞭
に
な
り
大
論
調
の
つ
い
た
横
な
様
子
に
見
ね
る
。
冬
の

夜
、
叉
は
夏
の
夜
お
そ
ぐ
望
這
鏡
を
の
グ
、
い
た
時
に
何
こ

　
も
な
か
っ
た
星
の
像
が
急
に
ぼ
け
て
為
る
場
合
に
は
接
眼

　
レ
ン
ズ
の
目
の
側
の
レ
ン
ズ
の
表
面
に
露
が
つ
く
の
で
あ

　
る
か
ら
拭
く
必
要
は
無
ぐ
目
さ
え
離
し
て
居
れ
ば
二
十
秒

　
位
で
漕
…
失
す
る
も
の
で
あ
る
。
績
け
て
見
て
居
れ
ば
レ
ン

　
ズ
は
少
し
温
っ
て
露
が
着
か
な
ぐ
な
る
Q
計
測
を
一
時
中

止
す
る
場
合
に
は
露
を
除
け
る
爲
に
望
遽
鏡
を
水
李
な
位

　
置
に
置
く
べ
き
で
あ
る
〇

九
、
燈
火
　
燈
火
を
蓋
物
レ
ン
ズ
に
直
接
継
て
る
と
親
野
の

　
一
部
が
託
る
ぐ
な
る
か
ら
望
遠
鏡
近
ぐ
の
燈
火
を
注
意
し
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な
く
て
は
な
ら
ゐ
。
明
6
は
赤
光
が
最
も
好
く
赤
玉
を
使

っ
た
懐
中
電
燈
が
最
も
好
い
機
に
思
ふ
。
下
訳
を
始
め
る

T／Trr一一一Ill　i
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塀‘望a

’1．葬．δ
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滋e：t　勢B
㏄

一．

一
－
芋
i
ー
ー
ー
L
「
‘
1

　
　
　
　
　
伽

wt．　be

1皇

ワJ薦

の
異
ひ
か
“
星
の
光
度
が
異
い
、

前
明
る
い
室
を
出
て
か

ら
約
十
分
は
目
を
休
め

て
槻
測
す
る
楼
に
し
、

特
別
に
用
事
が
無
け
れ

ば
急
に
煙
る
い
電
燈
の

下
に
入
る
事
は
大
禁
物

で
あ
る
。
急
に
明
る
い

も
の
を
見
た
場
合
は
其

の
経
過
は
長
い
時
に
は

三
十
分
も
戚
じ
ら
れ
薗

分
の
見
た
い
と
思
ふ
所

が
暗
く
見
わ
る
、
即
ち

墾
光
星
を
薄
く
見
る
様

に
な
る
。

十
、
友
人
と
同
時
に
観
測

　
し
だ
場
合
に
各
人
に
よ

　
つ
て
色
に
封
ず
る
威
じ

　
二
人
の
結
果
が
異
る
事

　
が
あ
る
。
此
の
場
合
は
六
の
注
意
と
同
じ
ぐ
槻
測
は
正
し

　
い
の
で
あ
っ
て
誤
で
は
無
い
か
ら
五
分
の
見
た
所
の
も
の

　
を
信
用
す
る
方
が
良
い
。

　
　
　
ユ
リ
ウ
ス
日
｝
島
弓
α
超

　
攣
光
星
の
永
い
間
の
観
測
を
整
理
す
る
塀
合
何
月
何
“
か

ら
年
の
異
る
或
る
H
ま
で
の
日
歎
を
計
鎌
す
る
の
は
面
倒
で

あ
る
か
ら
此
の
時
に
は
ユ
リ
ウ
ス
日
を
使
ふ
。
ユ
リ
ウ
ス
日

は
紀
元
前
四
千
七
百
十
三
年
か
ら
敷
わ
た
H
で
あ
っ
て
計
錦

に
便
利
な
公
式
は

　
　
　
一
㊤
ち
槍
¢
泣
一
〇
匡
＋
一
ロ
　
”
匿
b
D
器
b
。
b
。
ロ

　
で
ユ
リ
ウ
ス
日
は
略
し
て
一
・
O
・
…
…
と
記
す
る
。
ユ
リ
ク

　
ス
H
を
使
へ
ば
一
萬
日
位
の
差
で
も
す
ぐ
出
し
て
計
算
す

　
る
事
が
出
直
る
。

　
暦
に
は
○
日
の
ユ
リ
ウ
ス
H
が
與
へ
ら
れ
て
居
る
。
此
れ

は
即
ち
前
年
或
は
前
月
の
最
後
の
日
の
事
で
あ
る
〇
一
日
で

あ
れ
ば
一
を
加
ね
十
三
日
で
あ
れ
ば
十
三
を
加
へ
る
ご
求
む

る
H
の
ユ
リ
ウ
ス
日
が
得
ら
れ
る
。
通
常
記
録
に
は
始
め
の

二
四
二
を
略
す
る
。

　
　
　
礎
光
曲
線

　
観
測
し
て
等
級
を
求
め
た
だ
け
で
は
面
白
く
な
い
。
此
の
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等
級
を
H
を
横
軸
に
取
6
等
級
を
從
軸
に
取
っ
て
第
二
圖
の

様
に
或
n
に
相
當
す
る
等
級
を
記
し
て
光
度
曲
線
を
需
い
て

見
る
ご
甚
だ
面
白
い
。
ア
ル
ゴ
ー
ル
等
は
三
光
が
急
速
な
の

で
叉
格
別
面
白
い
。

　
極
大
極
小
の
口
或
は
分
は
圖
の
様
に
同
じ
等
級
の
二
鮎
の

中
国
を
取
り
其
れ
を
結
ん
で
光
度
曲
線
ご
交
る
所
を
極
大
或

は
極
小
と
す
る
と
随
分
精
密
に
知
り
得
る
。
極
大
極
小
の
日

或
は
時
間
を
推
算
表
ご
比
較
す
る
ご
ど
れ
位
の
差
が
あ
る
か

分
か
る
が
短
週
期
の
ア
ル
ゴ
ー
〃
種
の
様
な
も
の
は
汽
接
比

較
は
出
來
ぬ
。
地
球
の
太
陽
に
回
す
る
位
催
の
違
が
ひ
あ
レ

、
光
の
速
度
が
月
限
で
あ
る
爲
に
極
小
の
時
間
が
早
く
な
っ

た
う
遅
れ
た
b
す
る
Q
か
ら
時
間
の
中
心
を
地
球
に
お
か
す

に
太
陽
に
持
っ
て
行
け
ば
攣
光
週
期
は
攣
ら
な
い
。
暦
の
推

箕
は
常
に
“
心
時
で
與
へ
ら
れ
て
あ
る
か
ら
次
の
公
式
で
修

正
し
て
比
較
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
叉
推
算
を
す
る
場
合
に
も
考

へ
に
入
れ
ね
は
な
ら
ぬ
。

　
　
＝
二
二
1
1
詰
弓
黒
1
。
。
檜
“
C
。
‘
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6
旦
）
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叢
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㊦
事
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＝
　
融
㊦
灘
醜

　
右
の
内
。
。
』
O
Q
。
o
O
ω
σ
は
星
に
よ
り
一
定
で
あ
る
か
ら
ハ

〃
ト
ゥ
イ
ッ
ヒ
（
国
p
箸
お
）
の
推
算
表
に
の
っ
て
居
る
。

　
1
も
千
九
百
年
の
位
置
が
載
っ
て
居
る
。
R
、
0
は
暦
に

の
っ
て
居
る
。

　
四
型
の
短
週
期
愛
光
星
の
光
度
曲
線
は
全
部
一
回
の
週
期

に
な
ほ
し
て
研
究
す
る
◎

　
次
の
は
前
の
シ
エ
ン
ソ
エ
ル
ド
の
観
測
を
一
回
に
縮
め
た

も
の
で
あ
る
。

　
其
の
方
法
は
一
番
光
度
の
大
き
い
時
即
ち
十
六
、
五
日
を

極
大
の
臼
を
計
噂
す
る
ご
次
の
標
に
な
る
。

　
　
　
　
　
切
　
　
朗
　
　
　
功
　
　
　
篇
ロ
　
　
　
国
　
　
　
ロ

　
　
趣
凌
　
O
旗
　
2
。
。
　
犀
仙
　
H
戸
⑤
　
b
。
滑
ゆ
　
』
D
メ
込
っ

　
或
る
極
大
ま
で
の
観
測
の
日
附
け
か
ら
前
の
極
大
二
月
を

引
く
様
に
す
れ
ば
次
の
様
に
な
る

粗
雑
鶉
岩
鼻
鵬
粥
識
魏

差
，
猟
鵬
稲
腿
脳
㎝
ω
㎝
船
。
β
届
弱
舗
粥
踊
即

番
號
1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
B
1
4
1
5
1
6

　
次
に
0
－
O
、
五
、
○
、
五
一
一
．
○
の
模
両
日
間
の
槻

弓
の
日
ご
等
級
を
李
均
す
る
◎

　
級
7
1
8
4
9
0
9
5
0
7
1
2
0
9
1
2
9
3
7
3

　
等
＆
翫
a
a
生
生
瓜
4
歌
a

　
差
α
ρ
㎝
ω
U
鴉
％
肥
舗
粥
励

此
れ
か
ら
第
二
圖
の
光
度
曲
線
が
得
ら
れ
る
Q

　
　
　
要
素
及
び
推
算

　
攣
光
星
の
極
大
叉
は
極
小
の
日
を
計
算
す
る
爲
め
に
要
素

（
白
①
筥
Φ
葺
ω
）
が
與
へ
ら
れ
て
居
る
。
極
大
は
M
（
㌘
⑤
篇
日
。
ヨ
）

で
現
は
さ
れ
極
小
は
m
（
7
一
二
嵩
一
嵩
臼
窺
B
）
の
特
號
を
使
ふ
。
要

素
は
ア
川
ゴ
ー
ル
種
の
極
小
を
現
す
時
の
外
極
大
を
現
す
事

に
な
ρ
て
居
る
Q
竃
ー
ヨ
は
極
小
よ
り
極
大
ま
で
の
H
の
事

で
琴
座
べ
種
に
は
極
小
が
二
種
み
る
か
ら
小
の
方
を
ヨ
剛
大

の
方
を
臼
し
。
で
現
す
。
要
素
は
次
の
様
に
し
て
書
か
れ
る
。

　
♪
ミ
、
て
憶
爵
博
く

　
竃
“
｝
．
U
障
｝
。
。
留
。
。
鮎
十
博
O
銃
・
○
。
一
国
　
竃
ー
ヨ
“
G
。
蟹

　
　
　
　
　
　
　
（
℃
］
「
¢
引
回
①
口
）

　
か
よ
う
な
大
き
な
籔
宇
を
計
鋒
し
た
6
叉
短
過
期
の
も
の

数
百
歎
千
週
後
の
極
大
を
出
す
璃
合
に
は
時
間
で
計
算
せ
す

に
全
部
の
小
時
に
直
し
て
ユ
リ
ウ
ス
日
を
使
っ
て
計
算
す
る

ア
〃
ゴ
ー
ル
の
極
小
の
推
箪
を
推
算
の
例
こ
し
て
次
に
書
い

て
齢
ぐ
o
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踏
蓮
膏
や
麟
与
　
H
旨
同
喰
野
並
卜
。
○
。
ロ
㊤
轟
鑛
鞘
（
繭
菰
）

巌
澄
　
　
　
　
．
b
診
●
。
。
露
。
。
一
コ

嵜
き
僚
O
罵
蓄
電
．
U
』
餐
こ
。
O
鳶
．
。
。
q
。
一
一
四
＋
b
。
．
。
。
薯
。
。
目
辺
×
団

　
　
　
　
噌
識
か

　
一
⑩
毛
槍
⑩
潤
b
。
。
。
ロ
e
麟
号
＆
謙
纏

　
　
　
　
団
H
q
⊃
刈
・
悼
ロ
○
。
㊤
認
戸
×
⑩
刈
1
1
b
っ
噴
○
。
．
一
器
O
O
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
ト
っ
縣
ト
っ
こ
σ
O
蒔
刈
．
○
○
㊤
困
μ
ト
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
つ
点
篤
㊤
◎
“
悼
塗
O
b
つ
O
一
㊤

b9浮
ｶ
。
じ
。
器
．
田
姦
⑩
泣
b
。
。
。
ロ

汁
湿
π
＾
舜
　
O
並
b
2
G
。
瓢
　　8
令竃

毯ロ

罹塁
enyα）　σb
　　　　ロ　　　　コ

みみ　み
影壁鞘

　ad　儲e号
　ぴひ
　　㌣
　　ゆ

昌
蝉
π
（
轟
　
⑩
並
b
O
。
。
m
　
　
　
　
　
　
畠
b
鞘

　
塑
U
ぴ
㊤
並
b
ひ
引
延
喰
啓
O
無
念
聯
π
M
ミ
桟
1
、
＜
㊦
蕨
ウ
笠
融

び
員
ゆ
δ
6
9
ひ

　
瀦
e
理
糠
π
㍍
コ
ウ
轟
♪
㊦
鹸
H
㌶
や
い
鋭
へ
＾
脅
汁
騰

露
黙
↑

　
　
　
　
攣
光
星
に
關
す
る
書

　
推
算
表
ハ
〃
ト
ウ
イ
ヒ
（
響
．
箸
芭
の
表
此
れ
は
雑
誌

　
ぐ
冨
｝
け
匹
冨
げ
富
切
。
穿
賦
什
　
畠
。
居
　
卜
頃
π
o
昌
。
ヨ
印
ω
o
ザ
①
　
O
窃
9
瞑
り
。
｝
缶
津
　
に
載
っ
て

居
り
毎
年
費
行
さ
れ
星
團
式
攣
光
星
以
外
の
総
て
知
ら
れ
て
居
る
星
の
週
期
極

大
極
小
の
等
級
や
瀞
ン
星
表
に
よ
っ
て
圖
な
作
ろ
ミ
が
種
々
の
必
要
上
赤
緯
南

二
十
三
度
ま
で
の
星
ば
千
八
廊
五
十
五
年
分
鮎
に
其
れ
よ
り
南
は
コ
ル
ド
バ
表

の
爲
に
．
千
八
百
七
十
五
年
の
分
駈
の
星
の
位
置
が
記
せ
ち
れ
て
屠
ろ
。
極
大
の

臼
の
み
載
ハ
て
居
る
が
日
付
は
ハ
ー
ヅ
ア
ー
ド
に
比
・
し
て
不
正
確
で
あ
る
。

　
国
詞
く
程
畠
ハ
ー
ヅ
ァ
ー
ド
の
O
肖
〇
三
母
所
載
の
推
曾
乳
量
に
ば
極
大
極
小
の
n
ロ

聾
も
此
ハ
に
r
あ
沸
ツ
正
確
で
・
あ
滑
る
。
佃
一
む
長
門
遡
期
酬
孤
光
日
坐
の
瓜
刀
だ
げ
．
し
か
な
い
G

　
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
天
文
毫
プ
レ
テ
ン
（
国
即
吋
く
舘
μ
　
O
o
＝
a
び
Q
①
　
○
冨
窪
く
p
貯
．
｝
屯

国
巳
冒
自
昌
）
に
毎
月
一
回
長
鴨
遡
期
…
愛
光
星
の
現
在
の
大
体
の
等
級
即
ち
九
、
0
箏

よ
り
大
き
い
も
の
九
等
ビ
†
．
一
等
の
間
に
あ
る
も
の
、
十
一
等
ミ
・
工
二
等
ε
の

問
に
あ
る
も
の
に
及
び
十
三
等
以
下
ε
四
等
に
分
げ
て
疑
光
星
の
名
が
記
ぜ
ら

れ
上
昇
下
降
な
嵩
奄
以
て
表
・
し
て
居
る
。

　
墜
光
星
の
観
測
は
ア
メ
リ
カ
墜
光
星
槻
測
者
會
（
｝
艶
＜
・
o
合
・
○
）
の
會
員
の
襯

測
に
唱
。
勺
巳
、
目
　
》
珍
同
。
ロ
。
目
k
の
毎
月
並
に
．
、
英
國
翁
忌
協
會
の
攣
光
星
部
の

は
竃
①
巨
。
貯
其
他
ナ
ハ
リ
ヒ
テ
ン
に
多
く
の
親
測
が
麟
表
さ
れ
ろ
。

　
攣
光
星
に
關
ず
る
塾
考
書
は

　
　
Ω
円
同
旨
Φ
濯
〉
昌
冒
葺
。
費
。
ぎ
口
8
昏
①
。
。
嘗
身
。
h
＜
母
一
p
霞
Φ
ω
3
鵠

の
外
は
知
ら
な
い
が
、
維
誌
に
は
所
々
に
見
受
け
惹
が
日
本
の
本
で
は
一
戸
先

生
が
攣
光
星
観
測
者
で
あ
っ
お
だ
げ
に
星
へ
趣
味
の
天
交
）
蓮
俗
構
呉
天
文
學

下
谷
に
相
當
詳
‘
く
出
て
．
居
り
ま
す
が
最
も
夏
e
も
の
ば
自
分
の
経
験
で
め
る

　
　
　
　
　
　
　
お
　
こ
　
ε
　
わ
　
り

　
光
度
曲
線
の
圖
は
前
壷
の
中
に
入
れ
ろ
筈
で
詣
れ
が
印
刷
所
の
都
合
で
此
の

號
の
中
に
入
れ
ま
し
お
。
前
號
琴
照
秘
乞
ふ
。


